


はじめに 

乳児期の母子相互作用が,小児のパーソナリティの発達と健康の保持に果す役割をあきら

かにし,その研究成果を発達障害の予防,早期発見,早期指導の理念や施策に反映させ,乳幼

児保健指導の指針作成に活用させることを主なる研究目的として,この班は編成された。 

研究テーマを 1)プレアタッチメント期の母子相互作用(大藪,田口担当)2)アタッチメント

形成期の母子相互作用(百名)3)アタッチメント確立期の母子相互作用(繁多)4)母子の分

離・自立(依田)5)乳幼児保健指導と母子相互作用仮説(小嶋)の 5領域にわけ,分担研究をお

こなうことにした。 

本年度は初年度であるので,計画段階あるいは,予備調査の報告である。 


